
全国学校飼育動物研究大

会が開催されます 

毎年開催されている研究大会が、今年も開催さ

れます。 

全国の幼稚園、小学校、中学校、高等学校の研

究報告や地方獣医師会の取り組みの紹介など、毎

年、興味深い発表がされ、最近では、不登校の子

供さんへの取り組みや生活科の授業での活用法な

ど、具体的な取り組みの報告が多くされています。 

詳しくは、全国学校飼育動物研究会ホームペー

ジをご参照ください。⇒全国学校飼育動物研究会 

旧ホームページ（資料が満載です） 
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Topics 
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教員研修会が開催

されています 

毎年好評をいただいている教員研修会

が、本年度も開催されています。 

研修会は、講義と実習の二部構成で、

講義では学校での動物飼育の意義や目

的、飼育動物の特徴、病気などをお話しし

ます。 

実習では、本物のウサギを使用してウ

サギとのふれあい方、抱き方、雌雄鑑別

方法などを習得していただけます。 

実習は、生活科の授業の一環として実

施される「ふれあい教室」の形を取りなが

ら進みますので、一・二年生の担任の先生

方には予習の意味でも、楽しく、意義のあ

るものになるでしょう。 

印刷は A4横 

2015年度 那須地区での教員研修会 
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Free Space 

 死に際して、丁寧に向き合わせてあげることが大

切です。それには、病気であれば適切な治療や看

護を施してあげることが、老衰であれば適切な介

護を施してあげることが必要です。 

 

Suggestion 

根拠に基づく動物飼育 

 飼育方式の種類-1 
学校で飼育されている動物の世話を、実際

に担っている子供たちは、学校によりさまざま

な構成の方式があります。 

 飼育委員会方式 

 学年飼育方式 

 縦割り班方式 

 登校班方式 

 飼育委員会と学年、縦割班、登校班飼育

の併設方式 

 

 飼育委員会方式 

 5年生、6年生の委員会活動の一環として

の教育的な意味合いを持つ方式です。 

【利点】 

 動物好きの子供達で構成できる 

 継続した飼育体験ができる 

 動物の管理に目が届きやすい 

 委員会活動として色々な取り組みに

広げることができる（広報活動や学

校祭などの企画） 

【欠点】 

 動物に接する子供が限られる 

 限られた時間でしか活動できない 

 長期休暇中は教師が世話をする 

 動物とふれあう時間がもてない 

 死との遭遇が多いと死に無感覚に

なる 

欠点を補う 
◆動物と接する子供が限られる 

◆限られた時間でしか活動できない 

◆動物と触れ合う時間が持てない 

これらの欠点は、動物飼育に携わる子供を増

やすことで補うことができます。飼育委員になれ

る人数には限界がありますので、飼育委員会と

別の飼育グループ（学年単位、縦割班単位、登校

班単位など）を併設すると良いでしょう。 

この場合、飼育委員会は健康状態の観察や飼

育舎の清掃の指導などを受け持ち、別の飼育グ

ループが清掃や給餌などを受け持ち、それぞれ

に仕事を分担すると良いでしょう。 

 

◆長期休暇中は教師が世話をする 

 飼育動物のホームステイを取り入れている小学

校があります。ホームステイは希望者の家に、動

物を連れて帰ってもらうシステムです。希望者が

多い場合には、一週間ごとにステイ先を移るよう

にします。ホームステイは、長期休暇中だけでな

く、毎週末にも取り入れていることもあります。教

師の負担を軽減する効果と子供たちの特別な喜

びの効果とが期待できます。 

 ステイ期間中に事故、病気、突然死などが起こ

ることがあり、それらの出来事に対処する体制を

準備しておく必要があります。 

 

◆死との遭遇が多いと死に無感覚になる 

 子供さんに不用意に死を経験させることは、死

に対する必要以上な恐怖、嫌悪を与えます。 

 不用意に経験する死が多いと、死に対して無感

覚にもなりますし、逆に、死への好奇心が強くな

ることもあります。 

ウサギをもらってください 

宇都宮の小学校で、ウサギが増えすぎて

困っています。 

もらっていただける小学校、先生、子供さ

んを募っています。獣医師会事務局まで

ご連絡ください。 
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